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）

に
甕
瞑
瞑
肉
蜃
饉
瞑
憑

〓
』
，
¨

Ｌ授
業
を
創
ろ
う
！
そ
し
て
語
ろ
う
！

●

一
二
年
に
発
表
さ
れ
た
オ
ッ
ク
ス
フ
オ
ー
ド
大
学
発
の
論
文

「
雇
用
の

未
来

一
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
に
よ

っ
て
仕
事
は
失
わ
れ
る
の
か
」
は
世
界
に
大
き

な
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
，
今
後
、　
一
〇
ヽ
二
０
年
で
総
雇
用
者
の
約
半
分
の
仕

事
が
自
動
化
さ
れ
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
に
収

っ
て
代
わ
ら
れ
る
と
予
想
し
て
い
ま

す
〓
こ
れ
ま
で
豊
富
な
専
門
的
知
識
と
経
験
が
求
め
』
れ
た
職
業
に
お
い
て
も

消
え
て
い
く
運
命
に
あ
り
、　
一
方
で
、
全
く
新
し
い
職
業
が
誕
生
す
る
と

い
う

の
で
す
。
日
本
で
も
同
様
の
説
が
発
表
さ
れ
、
衝
撃
を
持

っ
て
受
け
止
め
る
れ

た
の
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
確
定
的
な
未
来
予
想
は
、
次
期
学
習
指
導
要
領
に
大
き
く
反
映

さ
れ
て
い
ま
す
〓
そ
こ
に
は
、
「
主
体
的

・
対
話
的
で
深

い
学
び
」
を
通
し
て
、

実
社
会
で
活
用
で
き
る
汎
用
的
能
力
の
育
成
を
図

っ
て
い
く
こ
と

へ
の
強
い
期

待
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
．
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
で
は

「
キ
ー

・

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
、
内
閣
府
は

「
人
間
力
」
、
経
済
通
産
省
は

「社
会
的
基
礎

力
」
と

い
う
表
現
で
示
し
て
い
ま
す
．
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
の
は
、
「
探
究
」

「創
造
」
「協
同
」
と
い
う
概
念
を
常
に
意
識
し
、
教
育
活
動
の
中
で
確
か
な
も

の
に
育
て
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
願
い
で
す
こ

学
習
指
導
要
領
の
全
面
実
施
を
日
前
に
控
え
た
今
、
教
育
の
現
場
か
ら
、
こ

う
し
た
要
請
に
応
え
る
べ
く
研
究
体
制
の
構
築
と
確
か
な
実
践

へ
の
決
意
を
感

じ
収
る
こ
と
が
で
き
ま
す
こ
教
育
の
方
法
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
二

一
世
紀
を

生
き
る
子
ど
も

へ
の
責
任
を
呆
た
せ
な

い
と
考
え
る
教
師
の
使
命
感
が
、
ひ
し

ひ
し
と
伝
わ

っ
て
く
る
の
で
す
‥

こ
れ
か
ら
教
育
現
場
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
の
は
、　
一
人

一
人
の
教
師
が
授

業
改
圭
［を
自
分
事
と
し
て
捉
え
、
協
同
性
を
発
揮
し
な
が
ら
、
実
践
を
粘
り
強

く
積
み
重
ね
、
新
た
な
授
業
像
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
で
す
．
そ
の
た
め
に
は
、

自
分
の
研
究
教
科

・
分
野
で
授
業
を
磨
き
、
互
い
に
授
業
を
公
開
し
、
提
案
し

て
い
く
こ
と
に
尽
き
ま
す
．
授
業
を
創
り
、
語
り
合
う
の
で
す
．
教
師
自
身
が

「主
体
的

・
対
話
的
で
深

い
学
び
」
の
あ
る
実
践
を
進
め
る
先
に
、
時
代
が
求

め
る
授
業
像
が
確
か
な
も
の
に
な

っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
こ
教
育
の
専
門

職
と
し
て
の
力
量
が
試
さ
れ
る
時
代
を
迎
え
た
と
も
言
え
る
の
で
す
。
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夏
季
大
学
講
座

会 期

場 日

参
加
者

８
月
４
口

（土
）

長
岡
リ
リ

ッ
ク
ホ
ー
ル
シ
ア
タ
ー

約
４
７
０
人

教
師
や
社
会
人
と
し
て
の
資
質
を
高
め
る
機

会
と
す
る
た
め
に
、
教
育
に
関
す
る
原
理
的
研

究
や
教
育
課
題
解
決
の
方
策
及
び
社
会
問
題
等

に
つ
い
て
学
ぶ
講
座
を
実
施
し
た
‐

０
講
師
　
桐
岡
　
隆
澄

様

（リ
ク
ル
ー
ト

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

エ
ン
ジ

エ
ア
リ
ン
グ
代
表
取
締
役
）

○
演
題
　
「将
来
に
活
躍
す
る
新
人
の

育
成
を
考
え
る
」

ヽ
企
業
に
お
け
る

若
手
育
成
を
め
ぐ

っ
て
ヽ

〈受
講
者
の
声
～
抜
粋
～
〉

▼

一
人
を
育
て
る
上
で
大
切
に
し

た

い
こ
と
、
そ
れ
は
安
心
の
場
づ

く
――
で
あ
る

一
と

い
う
お
言
葉

報
生

教
師
カ
ア
ッ
プ
講
座

1第 10回
が
心
に
残

っ
た
‐
と
か
く
個
人
を
ど
う
す
る
か

に
心
を
掛
け
る
こ
と
が
多

い
が
、
そ
う
で
は
な

く
、
第

一
歩
は

「
安
心

の
場

＝
チ
ー
ム
ヮ
ー

ク
」
を

つ
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
．

参
加
者

７
月
即
日

（日
）

新
潟
教
育
会
館

延
べ
３４
人

具
体
的
な
指
導
方
法
を
学
ぶ
た
め
の
２
講
座

を
実
施
し
た
。

○
第
１
講
座

「
小
学
校
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

導
入
に
向
け
て

ヽ
背
景
と
考
え
方
に
つ
い
て
の
講
義
と

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験

ヽ
」

講
師
　
片
山
　
俊
郎

様

日
本
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
学
会
副
会
長

新
潟
県

・
新
潟

ｒ１１
小
学
校
教
育
研
究

会
事
務
局
長

新
潟
市
立
新
潟
小
学
校
教
諭

〈受
講
生
の
感
想
〉

▼
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
育

の
導
入
に
関

し
て
不
安
を

持

っ
て
い
た

教
師
の

一
人

で
あ
り
ま
し

た
が
、
今
日

の
研
修
を
通

し
て
、
少
し

不
安
が
減
り

ま
し
た
。

会 期

場 日

ご

Lヽ″

、

磁

○
第
２
講
座

「温
か
い
学
級
と
強
い
学
級
」

ヽ
秋
か
ら
学
級
を
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
す
る
実
践
方
法

ヽ

講
師
　
橋
本
　
定
男

様

新
潟
菓
科
大
学
非
常
勤
講
師

〈受
講
生
の
感
想
〉

▼
学
級
づ
く
り
は
、
学
校
経
営
と
同
じ
だ
な
と

思

っ
て
お
話
を
聴
き
ま
し
た
．
表
と
裏
の
両
面

あ

つ
て

「見
え
ざ
る
手
」
（仕
掛
け
）
が
必
要
で

あ
る
こ
と
、
教
師
の
願
い
を
子
ど
も
の
主
体
性

に
変
換
さ
せ
て
い
く
こ
と
、
勉
強
に
な
り
ま
し

た
．

子
ど
も
の
話
を
聴
い
て
い
ま
す
か

参
加
者

９
月
２
日

（日
）

新
潟
教
育
会
館

２
人

自
分
の
気
持
ち
を
聴
い
て
ほ
し
い
と
い
う
子

ど
も
の
思
い
を
、
効
果
的
に
聴
き
取

っ
て
や
る

方
法
に
つ
い
て
の
講
座
を
実
施
し
た
。

:

ヽレ

会 期

場 日 保
護
者
の
子
育
て
講
座

教
育
相
談
研
修
会

1第44回参
加
者

８
月
１６
日

（本
）

ヽ
１８
口
（土
）

じ
ょ
い
あ
す
新
潟
会
館

２１
人

子
ど
も
の
問
題
行
動
を
解
決
し
、
解
消
す
る

た
め
に
信
頼
関
係
の
確
立
や
子
ど
も
理
解
の
力

量
を
高
め
る
た
め
の
研
修
講
座
を
実
施
し
た
。

〈受
講
生
の
声
～
抜
粋
～
〉

▼
今
回
の
教
育

相
談
研
修
会
で

は
、
と
て
も
多

く
の
実
習
を
通

し
て
、
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
の
技

法
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
．

一
つ

一
つ
の

技
法
の
意
味
を

知
る
こ
と
で
、

そ
の
役
割
は
と

て
も
重
要
だ
と

感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
反
面
、
実
際
に
活
用
す
る
と
う
ま
く
で

き
な
い
と
い
う
仮
題
も
あ

っ
た
．
た
く
さ
ん
の

実
践
を
積
ん
で
学
ん
だ
こ
と
が
教
育
現
場
で
充

分
に
生
か
せ
る
よ
う
に
し
て
い
こ
う
と
思
う
こ

Ｖ
日
分
の
ク
セ
を
自
党
し
た
り
、
ト
レ
ー
ナ
ー

か
ら
指
摘
さ
れ
た
り
し
、
再
認
識
す
る
機
会
と

な
り
ま
‐
ンた
■
感
情
を
移
入
し
た
り
、
解
決
に

導

い
た
り
す
る
傾
向
性
，
腕
を
組
ん
だ
り
、
腰

に
手
を
当
て
た
り
す
る
所
作
の
習
慣
じ
こ
れ
ら
、

自
分
自
身
を
見

つ
め
直
す
こ
と
が
で
き
感
謝

い

た
し
ま
す
〕

会 期

場 日

.■■
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県
内
小

・
中
学
校
の
特
別
支
援

学
級
、
特
別
支
援
教
育
諸
学
校

（学
級
）
及
び
特
別
支
援
教
育
の

教
室
の
６
校

（級
、
室
）
に
、
各

５
万
円
を
助
成
し
た
。

〈助
成
校
〉

●
上
越
市

０
見
附
市

Ｏ
聖
籠
町

Ｏ
新
潟
市

Ｏ
出
雲
崎
町

Ｏ
新
潟
市

南
本
町
小
学
校

今
町
小
学
校

山
倉
小
学
校

小
合
東
小
学
校

出
雲
崎
中
学
校

南
浜
中
学
校

昭
和
４７
年
以
降
本
年
度
ま
で
、

助
成
し
た
学
校

（学
級
）
は
３
６

８
校

（学
級
）
に
及
ん
で
い
る
。

「
資
料
選
定
委
員
会
」
を
設
け
、
教
育
資
料

室
の
資
料
を
左
記
の

一
か
し
三
に
沿

っ
て
選
別

し

「
空
き

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
」
「
新
規
配
架
」

「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
の
準
備
」
一
一
を
行

っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

一　
現
存
資
料
で
今
後
も
保
存
す
る
資
料

①
　
新
潟
教
育
会
の
資
料

②
　
教
育
史
上
の
貴
重
な
資
料

③
　
教
育
関
係
諸
機
関
の
記
念
誌
、
名
簿

な

ど

④
　
県
内
の
師
範
学
校
に
か
か
わ
る
資
料

⑤
　
新
潟
県
内
の
教
育
資
料

二
　
今
後
収
集

。
保
存
す
る
資
料

①
～
④
の
資
料

三
　
活
用
し
や
す
い
資
料
室
に
向
け
て

○
　
保
存
資
料
以
外
は
他
へ
移
動
又
は
廃

棄
す
る
．

０
　
蔵
書

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し
、
活

用
す
る
。

こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
も
会
報
に
掲
載
し
、

皆
様
か
ら
ご
理
解
を
お
願

い
し
て
き
た
と
こ
ろ

一
ユヽ，
‐

廃
東
す
る
資
料
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
五
月

末
も

っ
て
　
応
の
区
切
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

六
月
か
ら
廃
棄
作
業
に
人
る
予
定
で
す
〕
も
し
、

資
料
の
保
管

・
管
理

・
活
用

・
廃
東
に
つ
い
て

の
お
問
合
せ
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
新
潟
教
育
会

事
務
局
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
．

【資
料
選
定
委
員
会
】

斎
藤
寿

一
郎

（委
員
長
）

羽
人
　
正
路
　
川
端
　
弘
実

樋
国
　
光
栄
　
一昌
川
由
美
子

選
考
委
員
会

理
事
会
で
決
定

助
成
金
授
与
式

１０
月
５
□
（金
）

１０
月
１３
口
（土
）

Ｈ
月
２１
□
（水
）

五 熊 伊
十 倉 藤
風

幹 忠
郎 夫 充

教
育
資
料
室
の
運
営

特
別
支
援
教
育
の
助
成

_ヽ

次
年
度

『第
二
十
三
回
教
美
展
』
は

今
年
の
九
月
に
開
催
で
す
―

教
美
展
実
行
委
員
長

日
諸
　
博
美

一
月
十
六
日
、
売
ｆ

下
三
国

一教
美
民
一
を

大
盛
況
の
う
ち
に
終
∫
十
る
こ

二
が
で
き
ま
し

た
〓
例
年
秋
に
開
催
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
き
た

『教
美
展
」
で
す
が
、
今
年
唆
は
会
場
の
都
合

で
、　
一
月
の
こ
の
時
期
に
し
か
日
程
を
確
保
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
‥

一
月
の
開
催
と
決
ま

っ
て
、　
一
番
の
心
配
は

【天
候

・
大
雪
】
で
す
。
昨
年
　
月
の

一大
雪
】

の
こ
と
が
頭
を
過
ぎ
り
ま
す
´
「
も
し
も
、
九

回
の
搬
入
＆
受
付
＆
展
示
の
日
に
大
雪
に
な

っ

た
ら
大
変
な
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
う
二

不
安

を
抱
え
な
が
ら
、
万
が

一
の
場
合
の
こ
と
も
念

頭
に
準
備
作
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
　
千

い
な

こ
と
に
、
九
日
の
搬
入
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

と
言
う
よ
り
も
会
期
中
の
七
日
間
が
大
候
に
恵

ま
れ
ま
し
た
。
来
場
者
も
千
百
人
を
数
え
、

【作
品
鑑
賞

・
解
説
会
】
に
も
例
年
以
卜
に
た

く
さ
ん
の
皆
さ
ん
か
ら
参
加

い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
．
む
し
ろ
秋
季
開
催
の
年
以
上
に

大
麻
況
の

「教
美
展
一
と
な
り
ま
し
た
〕

で
も
、
嬉
し
い
こ
と
だ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
．

課
題
も
見
え
て
き
ま
す
こ
出
品
点
数
の
減
少
で

す
。
今
回
百
七
点
の
展

小
が
で
き
ま
し
た
が
、

こ
こ
二
、
三
年
減
少
傾
向
が
続

い
て
い
ま
す
〓

『新
た
な
出
品
者
の
確
保
』

の
た
め
の
具
体
的

な
方
策
を
策
定

・
実
施
し
て
、
目
標
と
す
る
百

二
十
点
前
後
の
展

小
作
品
数
の
保
持
を

・
…

『是
非
、
あ
な
た
が
新
た
な
出
品
者
に
！
』

一
十
三
回
展
は
、
九
月
開
催
と
な
り
ま
す
。

『弔
速
作
品
の
御
準
備
を

・
…
』

〈平
成
３０
年
〉

４
月
１８
Ｈ
巾

４
月
２ｌ
Ｈ
田

５
月
９
Ｈ
閑

５
月
１２
Ｈ
申

５
月
１２
Ｈ
申

６
月
１
日
会

６
月
１７
Ｈ
Ｄ

６
月
２３
日
「

７

月

６

日

令

８
月
２８
口
山

９

月

２

回

日

９
月
８
口
山

９
月
２２
回
出

１０
月
５
日
Ｃ

１０
月
１３
Ｈ
げ

１０
月
１９
日
ｎ

ｌｌ
月
６
日
関

１１
月
１７
□
山

１２
月
７
日
０

２
月
１３
日
巾

〈平
成
３１
年
〉

１
月
２５
日
０

２
月
２
日
０

３
月
２
□
Ｌ

３
月
５
日
印

３
月
１６
日
０

報
告

会
計
監
査
会

第
１
回
理
事
会

第
１
回
連
絡
会

第
１
回
評
議
員
会

第
２
回
理
事
会

事
業
案
内
、
刊
行
物
等
発
送

「
冊
子
　
報
告
書
」
発
刊

「第
４４
回
教
育
相
談
研
修
会
」

実
行
委
員
会

第
２
回
連
絡
会

第
３
回
連
絡
会

教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
説
明
会

研
究
論
文
集
審
査
打
合
せ
会

「第
２２
回
教
美
展
」

第
１
回
実
行
委
員
会

特
別
支
援
教
育
助
成
校

選
考
委
員
会

第
３
回
理
事
会

第
４
国
連
絡
会

教
育
研
究
論
文
第
二
次
審
査

「第
２２
回
教
美
展
」
小
委
員
会

第
５
回
連
絡
会

資
料
選
定
委
員
会

第
６
国
連
絡
会

一
第

２２
回
教
美
展
」

第
２
回
実
行
委
員
会

「
第

２３
回
教
美
展
」

第
１
回
小
委
員
会

第

７
回
連
絡
会

第

４
回
理
事
会
ｘ

第

２
回
評
議
員
会
，※
は
実
施
予
定
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4月 0
5月

6月 4

7月 ｒｈ
）

8月 6

9月   3
10月   9
11月 4

12月 4
1月

2月

3月 （／
」

現
職
の
皆
さ
ん
の
教
師
力

・
授
業
力
の
向
上

や
保
護
者
の
情
さ
ん
の
子
育
て
を
支
援
す
る
た

め
、
∞
年
度
は
４０
件
の
要
請
に
対
し
て
教
育
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
し
た
こ
今
年
度
、
当
研
究

所
に
登
録
し
て
い
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
１
０
２

名
で
あ
る
ｃ

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
リ
ス
ト
を
ご
覧

い
た
だ
く
と

お
分
か
り
の
よ
う
に
、
そ
の
支
援
分
野
は
多
岐

に
わ
た

っ
て
い
る
こ
経
験
と
識
見
豊
か
な
教
育

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
大

い
に
活
用
願
い
た
い
ｃ

０
派
遣
内
容

校
内
研
修
が
全
体
の
半
分
を
占
め
て
い
る
ｃ

授
業
研
究
の
指
導

・
助
言
、
講
話
な
ど
で
あ
る
．

月
別
派
遣
実
績
で
は
１０
月
が
増
加
し
た
ｃ
様
々

な
研
究
発
表
会
や
音
楽
発
表
会
に
向
け
て
、
現

職
の
皆
さ
ん
が

「
さ
ら
な
る
向
上
」
を
日
指
し

て
い
る
こ
と
が
伝
わ

っ
て
く
る
．

◎
派
遣
地
域

新
潟
市
を
含
む
下
越
地
区
は
２６
件
、
佐
渡
市

は
２
件
、
中
越
地
区
は
１２
件

で
あ

っ
た
ｃ
「
遠

い
か

らヽ
」
と
躊
躇
せ
ず
、
相
談
し
て
ほ
し
い
〓

教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
県
内
各
地
に
居
住
し

て
い
る
の
で
、
ま
ず
は
、
「
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
リ

ス
ト
」
に
目
を
通
し
て
ほ
し
い
．

◎
派
遣
の
実
際

「
新
潟
教
育
研
究
所
」
の
所
報
第
４０
号
に
、

今
年
度
派
遣
し
た
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

「
ア

ド
バ
イ
ス
回
記
」
並
び
に

「
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
を
要
請
し
て
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
ご

覧

い
た
だ
き
た
い
．

県
内

の
小

。
中
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
の

教
員
の
優
れ
た
研
究
実
践
や
研
究
成
果
を
広
く

紹
介
し
、
読
者
で
あ
る
教
職
員
の
研
究
意
欲
と

資
質

・
指
導
力
の
向
上
を
目
的
と
し
て
発
刊
し

た
．
発
刊
　
平
成
３１
年
３
月

な
お
、
入
選
者
や
論
題
等
は
、
左
表
の
通
り

で
す
．

様
々
な
教
育
課
題
に
つ
い
て
、
教
職
員
や
保

護
者
の
意
識
や
実
態
を
調
査
し
、
報
告
書
の
発

刊
を
通
し
て
、
現
状
と
政
苦
の
方
法
を
提
案
す

る
ぃ
本
年
度
は
、
内
容
や
調
査
方
法
を
検
討
し

た
．
発
刊
は
、
来
年
度
と
な
る
。

●
　

―
　

　

　

―
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・
　

　

　

　

　

　

　

　

―
―

一
「激
‐‐育潮
一
一ｍ攻
集
第
四
号
」
の
発
刊
一

月別派遣実績
・ ‐‐               ‐|     ■■‐・  ‐―・‐・ ‐  ・‐・‐|‐ ‐   ■‐‐・ 

‐‐■‐■■■|_  ■|.  ‐―・■_.‐・‐ ‐ ・‐‐―■

|1平成29・ 39‐年事1摯育‐口
=諭

率
‐
讐241泰 |ネ1澤煮■亭

新
潟
教
育
会
館
の
研
修
室
、
資
料
室
を
教
育

研
究
団
体
や
要
請
の
あ

っ
た
団
体
に
貸
与
し
、

施
設
の
活
用
を
図

っ
た
．

・
使
用
団
体
　
延
べ
　
一
一〇

一
団
体

・
使
用
者
　
　
延
べ
　
五
、
二
四
０
人

有
意
で
、
適
時
性
の
あ
る
教
育
諸
情
報
を
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
各
種
広
報
誌
で
発
信
し
た
．

「
教
育
会
報
」
（年
３
回
）

「
教
育
研
究
所

所
報
」
（年
３
回
）

「
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
」

一
要
覧
」
等

本
号
は
、
本
年
度
の
会
務
及
び
事
業
の
報
告

を
中
心
に
編
集
し
ま
し
た
‐

み
な
さ
ま
の
ご
支
援
の
お
か
げ
で
、
当
初
計

画
し
た
事
茉
等
が
無
事
に
実
現
で
き
ま
し
た
モ

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
．

新
潟
教
育
会
館
は
、
月
曜
日
を
除
く
、
平
日

の
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
開
館
し
て
お

り
ま
す
。
■

・
目
の
利
用
も
可
能
で
す
の
で
、

大

い
に
ご
利
用
下
さ
い
．

―

　

　

―

・

　

―

●
　

　

●

―

教
育
情
報
の
‐発
信

一　
一
●

氏   名 勤務校
領域等

瀬 卜
‐
真心
長岡市立

阪 之 上

小 学 校

小学校

算 数

普遍単位の量感を身に付ける指導
の工夫
―第 2学年「長さ」における「普
遍的任意単位」の導入を通 して一

五十嵐敦志

新発田市
立外ヶ輪

小 学 校

小学校
理 科

小学校中学年理科における1反説を
立てる力を育成する指導法とその

効果
―The TWo Qucstion Strategy
(2QS,を 用いた実践を通して―

堀田 祐嗣
長岡市立

川 山奇 束
小 学 校

小学校

図 画
工 作

思いを伝え合い、見方を広げる鑑
賞活動の工夫
―アートカー ドを活用した段階的
な鑑賞活動を通して一

近藤 拓目 小学校

体 育

自分の体の動かし方について考え
る鉄棒を使った運動遊びの指導
～ 運動を表現するスポーツオノ
マ トペの低学年での導入 ～

櫻井 朝之

新潟市立

有 明 台
小 学 校

{卜越教育

大学大学院)

′」ヽ学校
体 育

ネット型の系統的な学びの確立に
向けた低学年からのゲーム指導

本間 イ中吾
新 潟 市
立 葛 塚

小 学 校

小学校

体 育

体育「表現」の動き方が分かるた
めの効果的な指導法の在り方
―「アイデイアボード」と「三つ
の間」の活用を通して一

三本 雄樹
新潟市立

小  針
小 学 校

小学校

体 育

水泳授業における『思考力」の向
上が泳力に与える影響
―技能差のあるバデインステムに
よる「学び合い」を取 |,入 れた実
践―

佐藤 正秀
岡市

南

学

長

中

立 ^

校

中学校

英 語

「ジヤーナル」を活用したライテ
イングオ旨う卓
―書くことの ■uencyの 育成をめ
ざして一

/」 塚ヽ 忠昭
新潟市立

白  新
中 学 校

中学校
生 涯
学 習

[R― PDCA― Rサ イクル』をヘ́ミー
スとした地域教育プログラム構築
に向けた研究
～「地域との連携・協働、そして

地域への還元ヽ

教
育
‐‐ア
■
バ
イ
ザ
■
０
‐
‐
派
遣

し

し

の
発
刊

教科
濁団 題

新潟市立

東山の下

小 学 校


